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みんなで考える幹細胞研究〜「生命の萌芽」のこれまでとこれから
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本報告の背景 5

https://static1.squarespace.com/static/611faaa8fee682525e

e16489/t/64137112755eb86223417224/1678995733078/I

SSCR+Guidelines_Japanese.pdf

• 国際幹細胞学会（International Society for 

Stem Cell Research）は、2021年版ガイドライ

ンにおいてヒト胚の14日を超える体外培養を禁止

項目から外す

• ただし、14日以上の体外培養には市民の十分な支持が
必要であると指摘

• 市民を含めた、関連する人々（幹細胞の専門家や、

研究用にヒト胚の提供を依頼される可能性がある

体外受精の経験者など）の考えは十分に明らかにさ

れていない

• 受精卵（胚）の14日を超える体外培養に関するアン
ケート調査とインタビュー調査を実施した



アンケート調査： 調査の概要 6

専門家に対する調査
• 対象：日本再生医療学会員／日本医療研究開発機
構（AMED）の支援を受け幹細胞関連研究を実施し

ている研究者

• 調査票画面のリンクを郵送・メールで送付

• 535名分のデータを収集、分析
• 調査期間：2022年3月2日〜3月３１日
• ヒト胚の14日を超える体外培養に関する結果を示
す

市民
• 対象：日本リサーチセンターにパネル登録している
方。20-69歳

• 性別と年齢が日本の人口分布と一致するよう、

3000名分のデータを収集、分析

• 調査期間:2022年1月5日〜1月13日

• 設問の説明のためにアニメーション動
画を用いる

• ヒト胚の14日を超える体外培養に関する結果を示
す



ヒト胚の14日を超える体外培養は容認されるべきか？ 7

専門家

（n=535）

禁止

24.5%

容認

46.2%

判断できない

29.3%

市民

（n=3000）

容認

37.9%

禁止

19.2%

判断できない

42.9%



アンケート調査のまとめ 8

l 14日を超えるヒト胚の体外培養について、専門家は

「容認」が多く、市民では「判断できない」が多い。

l 専門家では「容認」の割合が最も高いが、5割に満た

ない。専門家と市民のみならず、専門家間での対話

も必要。

l （14日を超えるヒト胚の体外培養について、理解度

が高まると、「判断できない」が減る。）



理由への着目 9

14日を超えるヒト胚の体外培養について、

人々は、どのような理由から回答しているのか？
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調査の概要 11

実施日 参加人数 選定条件

市民・男女

（N=16)

2022年9月21日(水) 午後（夜）

2022年9月23日(金) 午後（昼）

*オンラインで実施（２時間30分）

N=8

N=8

体外受精を受けたことがない方

20歳以上55歳未満の方

体外受精経験者・女性

（N=15)

2022年10月9日(日) 午前

2022年10月28日(金) 午後（夜）

*オンラインで実施（２時間30分）

N=8

N=7

20歳以上55歳未満の体外受精の経験者・女性

（現在、不妊治療をお休みしている、

もしくはすでに不妊治療を終了した方）

体外受精経験者・男性

（N=7)

2022年10月16日(日) 午前

*オンラインで実施（２時間30分）
N=7

20歳以上55歳未満の体外受精の経験者・男性

（現在、不妊治療をお休みしている、

もしくはすでに不妊治療を終了した方）



インタビュー調査の進め方 12

情報提供 質疑応答
1回目の

評価
よい点

よくない
点

疑問点
2回目の

評価



延長に関して肯定的な理由（市民・体外受精の経験者） 13

市民・女性・20代

体外受精経験者・女性・30代

市民・女性・30代

体外受精経験者・女性・40代

医学研究・医療技術の進展・治療実現への期待

試料の有効活用

14日という線引きの曖昧さ、など



評価に関する質的な違い

市民と体外受精経験者で

評価に関する質的な違いはあるか？
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体外受精経験者における受精卵に対する思い 15

体外受精経験者

女性・40代

体外受精経験者

女性・30代
受精卵（胚）に対する思い入れ

受精卵（胚）を滅失する際のジレンマ・複雑な感情



延長にする否定的評価と懸念点（市民・体外受精経験者） 16

体外受精経験者

男性・30代

市民

男性・20代

l 14日を超えるヒト胚の体外培養の議論と「クロー

ン技術」や「ゲノム編集技術」に関する議論は直接

的に関係のない議論である。

l しかし、人々の中で結びつき、不安を引き起こす

可能性がある。この不安を理解したうえで市民と

対話をする必要がある。



インタビュー調査のまとめ 17

l 市民と体外受精経験者は、「医学研究・医療技術の進展・治療実現への期

待」、「試料の有効活用」などの理由から14日を超えるヒト胚の体外培養を

肯定的に捉えていた。

l 体外受精経験者は受精卵を「自分の子ども」と捉えており、受精卵を滅失す

る際に複雑な感情を抱きうる。

• ヒト胚の取り扱いは14日以内でも14日以上でも配慮が必要

l 14日を超えるヒト胚の体外培養は、「クローン技術」、「ゲノム編集技術」に

関する議論と結びつき、人々に不安を引き起こしうる。この不安を理解し

たうえで人々と対話をする必要がある。



本調査の限界 18

l本調査の結果は一部の意見・声であり、一般化できるわけ

ではない。さらなる調査が必要

l説明のあり方が変われば、回答が変わった可能性はある

l インタビュー調査の参加者は、提示した資料をどこまで理

解したうえで答えているのか



アンケート調査の詳細について 19

• アンケート調査の結果は2023年3月24日に雑誌『Stem Cell 

Reports』にてオンラインで刊行。

• 2023年3月27日には東京大学医科学研究所ホームページにプレスリリー

スが掲載される予定。ご関心のある方はご覧ください。
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